
第３次船橋市総合計画の構成 

 

１．船橋市総合計画（基本構想・基本計画・実施計画）の構成 

 

総合計画は、市の政策目標を示し、それを実現するための施策や事業を関連付けて、総合的・

体系的に取りまとめたもので、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３階層で構成されています。 

 本総合計画審議会で、ご審議いただくのは、基本構想及び基本計画になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの大きな方向性や将来の本市のある

べき姿を示す市政運営の指針となるもの 

（期間：１０年間） 
基本構想

基本計画

実施計画

基本構想を踏まえ、各分野の目標や基本的

な施策を総合的・体系的に定めたもの 

（期間：１０年間） 

基本計画に示した施策を計画的かつ効率的

に実施するために具体的な事業を示したもの

（期間：３年程度） 
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はじめに

　「市民一人ひとりが育てあげるまち」は、まちづくりの原点です。社会経済の発展によって、私たちはさ
まざまな物を手に入れてきました。しかし、自分が住んでいる地域とのつながりやかかわりについてはど
うでしょう。これからの時代は、個人のライフスタイルに合わせた快適性が求められる一方で、自分が住
んでいる地域とのつながりが必要なのではないでしょうか。
　心の豊かな市民生活を実現するためには、私たちが暮らしを営んでいる地域が、心から「住みたい」「住
んで良かった」と思えることが最も重要なことではないでしょうか。
　市民が心に安らぎを感じ、暮らしていて楽しい、心からふるさとを実感できる地域づくりを、私たち自
らの手でつくり、育て、守っていかなければなりません。
　船橋市は、そんなまちづくりを目指しています。
　この基本構想は、このようなまちづくりを実現するための基本的な方向を示したものです。

1　基本構想の目的

　この構想は、将来の本市のあるべき姿を示すとともに、これらを実現するための基本的な施策の方向を
明らかにし、市政運営の指針とするものです。

2　基本構想の目標年次

　この構想は、平成32年（2020年）を目標年次とします。

　「まち」は、単に「ひと」が住むためだけの場所ではありません。「まち」は人々が暮らし、働き、学び、憩う
など、さまざまな生活が繰り広げられる「場」であり、私たちの日々の営みを支えながら新しい文化を築き、
子どもや孫たちの世代へと歴史を刻み続けていきます。
　「まち」の主役は市民一人ひとりであり、先人や私たち市民が「まち」をつくり発展させてきました。
　船橋市は、いつの時代にあっても、先人から引き継いできた歴史や風土に根ざしながら、市民一人ひと
りがその能力を十分活かし、希望と生きがいを育んでいく「まち」でありたいと願っています。
　そのためには、子どもから高齢者まですべての市民が一人の人間として尊重され、お互いの個性を認め
あい、支えあい、助けあう中で生きがいを持って暮らすことのできる、「ひと」と「ひと」とがふれあう心の
かよった地域社会を構築していくことが必要です。
　本市は、前面に「海」、内陸部に豊かな「緑」という恵まれた自然環境の中で、昔から農漁業や商工業が、盛
んなまちとして栄え、首都圏の中でも大きな特長を持った都市といえます。
　このような特長を活かして、「自然」と「都市」と「ひと」との調和を保ち、すべての市民が心と心の交流を
図りながら、生き生きとした生活を営み、船橋に住むことを誇りと感じ、いつまでも住み続けたいと思え
るようなまちづくりを進め、次の世代へ誇りを持って引き継いでいける、温かな心に満ちた「ふるさと・ふ
なばし」を目指します。

　このようなまちづくりの基本理念を踏まえ、本市のまちづくりの目標を

と定めます。

「生き生きとしたふれあいの都市・ふなばし」

序章 第1章  まちづくりの基本理念
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注）平成22年度実績は、10月1日現在の常住人口ベースによる高齢者人口・高齢化率
出典：第６次高齢者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画
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　本市においても、今後のさらなる高齢化の進行が想定されており、それに伴い認知症高齢者や
ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯の増加が見込まれます。
　こうした状況の中、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも暮らせるようにするためには、元気
な高齢者への地域参加機会の提供、在宅サービスの充実と家族介護者への支援、施設サービスの
充実などが求められます。また、横断的な課題に対応するため、関係機関との連携により、施策を
総合的・計画的に推進していくことが必要です。

■めざすべき姿
　すべての高齢者が、自分らしくそれぞれの生きがいを持ち、住み慣れた地域でいつまでも健や
かに安心して暮している状態
■施策の方針
　高齢者が生き生きとした活力のある社会を創造していくために、多様な社会参加と生きがいづ
くりの機会を提供するほか、自助・共助・公助の連携による支援体制を確立し、介護予防と地域リ
ハビリテーションを推進するとともに、ニーズに応じた支援サービスを提供します。

　高齢者が自らの知識や経験を活かして社会活動に参加できるよう、活動機会の拡大を支援
します。また、関係団体と協力し、経験等を活かせる就業機会の拡大に取り組みます。

▶施策の方向

高齢者の生きがいの創造

基
本
方
針

施策1

主な取り組み

●地域活動の支援
●就労機会の拡大

　高齢者の誰もが住み慣れた地域で自立した生活を送れる社会を目指し、介護や支援が必要
となった時に一人ひとりにあったサービスを受けることができるように、NPO・地区社会福
祉協議会・民生委員児童委員等との協力体制を構築するとともに、地域包括支援センター等も
活用した、多様な在宅福祉サービスの充実を図ります。

在宅福祉の充実施策2

主な取り組み

●ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯への支援
●家族介護者への支援
●地域包括支援センターの体制の充実

　高齢者が自立した生活を送れるように、介護保険サービスに関する情報提供だけでなく、要
介護等の状態になることを防ぐ介護予防の観点からの取り組みを推進します。また、在宅生活
が困難な高齢者や介護を必要とする高齢者・認知症高齢者のために、利用者のニーズを踏まえ
て計画的に施設整備を誘導・支援するなど、介護サービスの充実を図ります。

介護サービスの充実施策3

主な取り組み

●介護サービス事業者情報の提供
●介護予防事業の推進
●地域密着型サービスの推進

現状と課題

健やかな高齢期を過ごすための環境づくり
心のかよった社会福祉の推進政策2

1 2 4
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　本市においても、今後のさらなる高齢化の進行が想定されており、それに伴い認知症高齢者や
ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯の増加が見込まれます。
　こうした状況の中、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも暮らせるようにするためには、元気
な高齢者への地域参加機会の提供、在宅サービスの充実と家族介護者への支援、施設サービスの
充実などが求められます。また、横断的な課題に対応するため、関係機関との連携により、施策を
総合的・計画的に推進していくことが必要です。

■めざすべき姿
　すべての高齢者が、自分らしくそれぞれの生きがいを持ち、住み慣れた地域でいつまでも健や
かに安心して暮している状態
■施策の方針
　高齢者が生き生きとした活力のある社会を創造していくために、多様な社会参加と生きがいづ
くりの機会を提供するほか、自助・共助・公助の連携による支援体制を確立し、介護予防と地域リ
ハビリテーションを推進するとともに、ニーズに応じた支援サービスを提供します。

　高齢者が自らの知識や経験を活かして社会活動に参加できるよう、活動機会の拡大を支援
します。また、関係団体と協力し、経験等を活かせる就業機会の拡大に取り組みます。

▶施策の方向

高齢者の生きがいの創造

基
本
方
針

施策1

主な取り組み

●地域活動の支援
●就労機会の拡大

　高齢者の誰もが住み慣れた地域で自立した生活を送れる社会を目指し、介護や支援が必要
となった時に一人ひとりにあったサービスを受けることができるように、NPO・地区社会福
祉協議会・民生委員児童委員等との協力体制を構築するとともに、地域包括支援センター等も
活用した、多様な在宅福祉サービスの充実を図ります。

在宅福祉の充実施策2

主な取り組み

●ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯への支援
●家族介護者への支援
●地域包括支援センターの体制の充実

　高齢者が自立した生活を送れるように、介護保険サービスに関する情報提供だけでなく、要
介護等の状態になることを防ぐ介護予防の観点からの取り組みを推進します。また、在宅生活
が困難な高齢者や介護を必要とする高齢者・認知症高齢者のために、利用者のニーズを踏まえ
て計画的に施設整備を誘導・支援するなど、介護サービスの充実を図ります。

介護サービスの充実施策3

主な取り組み

●介護サービス事業者情報の提供
●介護予防事業の推進
●地域密着型サービスの推進

現状と課題

健やかな高齢期を過ごすための環境づくり
心のかよった社会福祉の推進政策2
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